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一

は
じ
め
に

　

北
魏
の
永
平
四
年
（
五
一
一
年
）、
山
東
省
莱
州
市
に
あ
る
雲
峯
山
中
腹
の

巨
岩
に
刻
さ
れ
た
鄭
道
昭
摩
崖
「
論
経
書
詩
」
は
、
約
千
五
百
年
の
歳
月
を
経

て
い
る
た
め
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
磨
泐
し
た
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
不
明
字

が
多
い
詩
文
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
武
蔵
野
大
学
教
職
研
究
セ
ン
タ
ー
紀

要
・
第
四
号
』（
以
後
、
前
号
と
称
す
）
所
収
の
拙
稿
「
鄭
道
昭
・
論
経
書
詩

考
―
旧
拓
整
本
に
よ
る
不
明
字
解
明
の
試
み
」
に
お
い
て
、
約
三
十
字
に
も
及

ぶ
異
説
や
不
明
字
の
類
の
う
ち
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
文
字
を
六
字
に
ま
で

減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
、こ
れ
を
承
け
る
も
の
で
あ
り
、今
回
は
『
掖

縣
全
志
』
の
記
述
を
考
証
し
つ
つ
旧
拓
及
び
意
味
上
か
ら
の
検
討
を
加
え
た
こ

と
に
よ
り
、
推
定
を
含
め
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
文
字
を
あ
と
四
字
ま
で
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
な
る
べ
く
判
り
や
す
い
現
代
語
の
直
訳
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。

刻
文
冒
頭

!

行
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩
五
言
與
道
俗
十 ◆

!

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
出
萊
城
東
南
九
里!

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
雲
峯
山
論
經
書
一
首!

３

　
　
　
　
　
　
　
　

魏
中
書
侍
郎
通
直
散
騎
常!

４

　
　
　

侍
國
子
祭
酒
秘
書
監
司
州
大
中
正
出
爲!

５

　
　
　

使
持
節
督
光
州
諸
軍
事
平
東
將
軍
光
州!

６

　
　

刺
史
司
州
熒
陽
鄭
道
昭
作!

７

　
　
　
　

!

詩
五
言
。
道
俗
十
人
と
萊
城
を
出
で
東
南
九
里
の
雲
峰
山
に
登
り
、

鄭
道
昭
・
論
経
書
詩
考
Ⅱ

―
「
十
」
字
未
損
本
と
『
掖
縣
全
志
』
に
よ
る
摩
泐
字
の
再
検
討
―
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二

經
書
を
論
ず
。
一
首
。

　
　
　
　

!

魏
中
書
侍
郎
・
通
直
散
騎
常
侍
・
國
子
祭
酒
・
秘
書
監
・
司
州
大
中
正
・

出
で
て
使
持
節
・
督
光
州
諸
軍
事
・
平
東
將
軍
・
光
州
刺
史
と
爲
る

司
州
熒
陽
・
鄭
道
昭
作

　

右
の
刻
文
中
の
◆
を
「
十
」
と
し
た
根
拠
を
前
号
で
は
、
光
緒
十
九
年
（
一!

八
九
三
）
刊
行
の
『
三
續
掖
縣
志
』
巻
之
四
訂
譌
中
の
論
経
書
詩
の
釈
文
「
道

俗
十
人
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
光
緒
十
九
年
は
、
日
本
で
は

明
治
二
十
六
年
に
当
た
る
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
箇
所
に
明
ら
か
に
「
十
」
字
が
見
え
る
精
拓
の
存
在
が
判
っ

た
（
表
１
参
照
）
の
で
、本
稿
で
は
、こ
の
こ
と
か
ら
論
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

書壇院本 十字未損本
◀
表
１
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三

こ
の
拓
本
を
「
十
」
と
い
う
漢
字
が
ま
だ
損
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
か

ら
、
こ
こ
で
は
論
経
書
詩
「『
十
』
字
未
損
本
」
と
記
す
こ
と
と
し
た
。

論
経
書
詩
「
十
」
字
未
損
本

　

こ
の
「
十
」
字
未
損
の
論
経
書
詩
の
拓
本
は
、
山
東
石
刻
芸
術
博
物
館
・
莱

州
市
博
物
館
『
雲
峯
刻
石
全
集
』（
斉
魯
書
社
出
版
一
九
八
九
年
七
月
発
行
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
整
本
と
剪
装
本
の
二
種
類
で
あ
る
。「
十
」
と

い
う
文
字
が
他
の
刻
さ
れ
た
文
字
と
比
べ
る
と
拓
影
が
や
や
淡
く
感
じ
ら
れ
る

が
、は
っ
き
り
と
見
え
る
。
こ
の『
雲
峯
刻
石
全
集
』は
、山
東
省
の
四
つ
の
山
々

に
刻
さ
れ
た
鄭
道
昭
摩
崖
全
拓
本
を
集
め
た
い
わ
ゆ
る
「
雲
峯
山
全
套
」
を
一

冊
に
ま
と
め
た
本
で
あ
る
。
こ
の
二
種
は
、
同
時
期
に
採
拓
さ
れ
、
整
本
と
剪

装
本
に
装
丁
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
号
で
紹
介
し
た
東
京
に
あ
る
書
壇
院
蔵
の
旧
拓
整
本
写
真
と
改
め
て
詳
細

に
比
較
し
て
み
る
と
、
前
回
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
書
壇
院
蔵
の
旧
拓
整
本
の

こ
の
部
分
に
も
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
「
十
」
の
横
画
収
筆
部
の
痕
跡
と
思
わ
れ

る
刻
線
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
行
目
第
一
字
目
の
「
人
」

字
（
表
１
参
照
）
の
一
画
目
の
起
筆
部
の
長
さ
の
違
い
と
横
に
の
び
る
傷
が
気

に
な
る
点
だ
が
、
し
か
し
、
そ
の
他
の
文
字
に
関
し
て
は
書
壇
院
蔵
旧
拓
と
文

字
の
摩
滅
具
合
が
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
拓
本
に
よ
る
新
た
な

不
明
字
解
明
の
進
展
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

二
つ
の
『
掖
縣
志
』
の
記
述
に
よ
る
再
検
討

　
『
再
續
掖
縣
志
』
は
道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）【
日
本
で
は
天
保
一
三
年
】

に
刊
行
さ
れ
、『
三
續
掖
縣
志
』
は
、光
緒
一
九
年
（
一
八
九
三
）【
明
治
二
六
年
】

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
雲
峯
山
の
存
在
す
る
莱
州
市
（
旧
称
・
掖
県
）

に
か
つ
て
あ
っ
た
掖
県
の
知
事
等
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
。

『
掖
縣
志
』は『
三
續
掖
縣
志
』が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
四
種
刊
行
さ
れ
た
が（
注
１
）、

木
版
で
刷
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
刻
本
を
そ
の
ま
ま
魏
起
鵬
等
に
よ
っ
て
合
訂
増
補

し
十
六
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
『
掖
縣
全
志
』
で
あ
る
。
こ
の
中
に
論
経

書
詩
の
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
は
、
こ
れ
を
も
と
に
比
較
し
な
が

ら
考
察
を
加
え
、
更
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

釈
文
比
較
と
現
代
語
訳

　

摩
崖
刻
の
八
行
目
か
ら
始
ま
る
「
論
経
書
詩
」
本
文
の
漢
詩
文
五
言
古
詩
全

文
（
四
十
八
句
）
を
つ
ぎ
に
記
す
。
先
に
述
べ
た
二
つ
の
『
掖
縣
志
』
中
に
記

さ
れ
た
釈
文
を
次
表
の
Ｂ
と
Ｃ
に
、
考
察
し
た
結
果
を
Ａ
と
し
て
記
し
た
。

　
　
Ａ　

廣
瀬

Ｂ
『
再
續
掖
縣
志
』
巻
上

　
　

道
光
二
二
（
一
八
四
二
）

Ｃ
『
三
續
掖
縣
志
』
訂
譌

　
　

光
緒
一
九
（
一
八
九
三
）

１　

靖
覺
鏡
□
津

　
　

靖
覺
鏡
□
津

　
　

靖
覺
鏡
□
津!

２　

浮
生
懕
人
職

　
　

浮
生
懕
人
職

　
　

浮
生
懕
人
職

　
　

!　

１
の
４
字
目
は
、
摩
泐
激
し
く
不
詳
。「
□
津
」
は
、
場
所
名
も
し
く
は
船
着
き
場
・
港
の
意

を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

靖
覺　

□
津
を
鏡て

ら

し
、
浮
生　

人
職
を
懕い

と

ふ
。

・!!
や
す
ら
か
な
さ
と
り
は
□
津
（
船
着
き
場
？
）
を
て
ら
し
、
儚は
か
ない
人
生
は
、

人
の
世
も
官
職
も
わ
ず
ら
わ
し
い
。

　
　
　

!

靖
（
や
す
ら
か
・
し
づ
か
・
良
い
・
あ
ら
は
す
）、
覺
（
さ
と
り
・
道
理
を
し
る
す
こ
と
）、

鏡
（
照
ら
す
）、
浮
生
（
人
生
の
定
ま
り
な
い
こ
と
・
は
か
な
い
人
生
）、『
荘
子
』
刻
意
「
其
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四

生
若
浮
兮
、
其
死
兮
若
休
）、
懕
（
厭
・
い
こ
ふ
）

３　

聳
志
訪
引？
推
遊

　
　

聳
志
訪
□
游

　
　

聳
志
訪
□
□

４　

雲
峻
期
登
陟

　
　

雲
峻
期
登
陟

　
　

□
峻
▲脱

字

登
陟

　
　

!　
３
の
４
字
目
は
、前
号
で

、つ
ま
り
左
上
上
部
に
「
コ
」
の
刻
跡
（
写
真
１
の
１
行
目
参
照
）

が
旧
拓
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
あ
く
ま
で
も
推
定
だ
が
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
「
引
」
の

文
字
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
「
引
」
と
し
た
場
合
、「
引
率
」・「
引
退
」
と
い
う
２
つ
の
意
味
が
詩
文
か
ら
考
え
ら
れ
る
。

志
を
聳そ
ば
だて
引
き
て
遊
ば
ん
と
訪
ね
、
雲
峻
き
も
登
陟
を
期
す
。

・!!

高
い
志
を
持
っ
て
、引
率
し
て
（
身
を
引
い
て
？
）
遊
覧
し
よ
う
と
訪
れ
た
。

雲
は
高
く
た
と
え
厳
し
く
て
も
こ
の
山
に
登
ろ
う
と
心
に
誓
っ
た
。

　
　
　

!

峻
（
た
か
い
・
き
び
し
い
）、
登
陟
（
の
ぼ
る
・
の
ぼ
ら
せ
る
）、
期
（
あ
ふ
・
ち
ぎ
る
・
約

束
す
る
）

５　

拂
衣
出
朝
津？

（
廷？

）　
　

拂
衣
出
州
疑
□

　
　

拂
衣
出
朝
疑
廷
疑

６　

緩
歩
入
煙
域

　
　

緩
歩
入
烟
域

　
　

緩
歩
入
煙
域

　
　

!　

５
の
４
字
目
が
「
朝
」
字
か
「
州
」
字
か
に
つ
い
て
は
、
刻
線
か
ら
明
ら
か
に
「
朝
」
字
で

あ
る
（
表
２
参
照
）。
し
か
し
そ
の
次
の
文
字
に
関
し
て
は
、
□
と
す
る
も
の
が
多
い
が
三
續
掖

縣
志
は
「
廷
」
と
し
て
い
る
。
書
壇
院
整
本
旧
拓
を
過
眼
す
る
と
「
津
」
に
み
え
る
こ
と
を
前

号
で
述
べ
た
が
、
今
回
「
十
」
字
未
損
本
を
過
眼
す
る
と
こ
こ
の
刻
さ
れ
た
文
字
は
「「
津
」
に

も
「
廷
」
の
異
体
字
「

」
に
も
見
え
る
。
よ
っ
て
両
論
を
併
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

衣
を
拂
ひ
て
朝
津？

（
朝
廷？

）
を
出
で
、
緩
歩
し
て
煙
域
に
入
る
。

・!!
心
を
奮
い
立
た
せ
、
朝
の
港
（
そ
れ
と
も
朝
廷
か
？
）
を
出
て
、
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
か
す
み
の
立
ち
込
め
る
仙
境
に
入
っ
た
。

　
　
　

!「
奮
い
立
っ
て
」
は
、「
意
を
決
し
て
」
と
の
意
味
と
も
と
れ
る
た
め
、
意
を
決
し
て
朝
の
港

を
出
た
の
か
。
思
い
切
っ
て
朝
廷
を
出
た
の
か
不
詳
、こ
の
二
説
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

!

拂
衣
（
ふ
る
い
た
つ
）、
朝
津
（
あ
さ
の
船
着
き
場
）、
朝
廷
（
天
子
が
政
治
を
執
る
と
こ
ろ
、

－!"#$－

書壇院本 十字未損本
◀
写
真
１

◀
表
２　
「
出
朝
津
」
ま
た
は
「
出
朝

（
廷
）」
か
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五

緩
歩
（
ゆ
っ
く
り
歩
く
）

７　

苔
替
□
逕
難

　
　

苔
替
□
逕
難

　
　

苔
替
□
逕
難

８　

巃

星
路
逼

　
　
巃

星
路
逼

　
　
巃

星
路
逼

　
　

!　
７
の
３
字
目
は
旧
拓
（
写
真
１
の
２
行
目
）
を
み
て
も
摩
泐
し
不
詳
。

苔
は
□
逕
を
替
え
て
難
く
し
、
巃

と!

し
て
星
路
に
逼せ
ま

る
。

・!!

は
え
た
苔
が
、
□
の
小
路
を
覆 ろ

う

い き

尽
く
し
て
歩
き
に
く
く
し
、
山
々
は
と
て

も
険
し
く
高
く
星
路
（
天
）
に
迫
っ
て
い
る
。

　
　
　

!

巃
（
山
の
け
わ
し
い
さ
ま
）、

（
高
い
）

９　

霞
旌
照
□〔

"#
䇭
〕　　

霞
囀
照
□
鬐
疑

　
　

霞
旌
□
□
□

$%　

鳳
駕
縁
虚
赩

　
　

鳳
駕
縁
疑
虚
赩

　
　

鳳
駕
縁
虗
虚
赩

　
　

!　

９
の
５
字
目
（
写
真
２
参
照
）
は
、
前
号
の
研
究
で
は
、
磨
滅
し
な
が
ら
も
残
さ
れ
た
刻
線

の
字
形
か
ら
〔
老
"#
差
〕
と
推
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
研
究
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
こ
の
箇
所
は
、

こ
の
文
字
の
上
部
に
冠
と
な
る
筆
画
が
あ
り
、「
鬐
」（『
再
續
掖
縣
志
』
に
よ
る
）
と
「
䇭
」（
伊

藤
滋
「『
論
経
書
詩
』
と
題
字
四
種
」
釈
文
に
よ
る
）
の
別
説
が
見
つ
か
っ
た
。「
鬐
」
は
、「
馬

の
た
て
が
み
・
魚
の
背
び
れ
・
虹
の
湾
曲
の
形
容
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。「
䇭
」
は
、「
栳
、

或
从
竹
也
。」
か
ら
「
栳
」
と
い
う
漢
字
と
同
じ
で
、
柳
行
李
の
意
味
で
あ
る
。「
鳳
駕
」
は
、

天
子
や
仙
人
の
乗
る
車
の
意
。「
赩き
ょ
く」
は
、「
あ
か
・
あ
か
い
さ
ま
・
お
そ
れ
る
」
の
意
。
石
井

昌
子
氏
に
よ
る
と
「
東
岳
大
帝
の
は
た
ら
き
は
、
早
暁
に
廟
を
出
て
鑾ら
ん

輿よ

（
天
子
の
御
車
）
に

駕の

り
、
侍
従
百
官
を
従
え
て
出
巡
し
、
人
間
界
の
善
悪
を
視
察
」（
注
２
）
と
い
う
。「
夕
陽
兮
赩
紅
」

と
い
う
語
も
あ
る
が
こ
こ
で
は
早
暁
つ
ま
り
朝
陽
（
朝
日
）
と
考
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
二
説
を

こ
こ
に
当
て
は
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①　

霞か

旌せ
い

、
□
鬐き

を
照
ら
し
、
鳳
駕　

虚
赩
に
縁
る
。

　

②　

霞
旌
、
□
䇭ら
う

（
栳ら
う

）
を
照
ら
し
、
鳳
駕　

虚
赩
に
縁
る
。

　
　
　

!

①
は
、霞
と
旗
は
、□
の
湾
曲
し
た
虹
を
照
ら
し
、仙
人
の
乗
っ
た
車
は
、

朝
日
に
赤
々
と
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
②
は
、
霞
と
旗
は
、
□
の
柳
行
李

－!$&'－

▲写真２▲写真３
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を
照
ら
し
、
仙
人
の
乗
っ
た
車
は
、
朝
日
に
赤
々
と
照
ら
さ
れ
て
い
る
。

と
な
る
。

!!　

披
論
接
九
賢

　
　

披
衿
接
九
疑
賢

　
　

披
衿
接
九
賢

!"　

合
蓋
高
嵿
極

　
　

合
蓋
高
嵿
極

　
　

合
蓋
高
嵿
極

　
　

#　

!!
の
２
字
目
（
写
真
３
最
終
行
）
は
、
大
部
分
の
諸
本
の
釈
文
は
「
衿
」
と
し
、「
披
襟
」（
心

の
中
を
打
ち
明
け
る
）
の
意
と
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
前
号
で
理
由
を
述
べ
た
が
、
残
さ
れ

た
刻
の
状
態
か
ら
「
論
」
と
み
る
。

論
を
披ひ
ら

き
て
九
賢
に
接
し
、
合
蓋
た
る
高
嵿
を
極
む
。

・##

自
分
の
考
え
を
打
ち
明
け
る
（
議
論
す
る
）
た
め
に
九
賢
に
会
い
、
幾
重
に

も
重
な
り
合
っ
た
高
い
高
い
頂
上
を
極
め
た
。

　
　
　

#

こ
の
九
賢
を
鄭
道
昭
摩
崖
「
九
仙
之
名
」
に
み
る
九
人
の
仙
人
と
み
る
説
と
、
十
人
で
登
っ

て
い
る
の
で
、
鄭
道
昭
を
除
い
た
九
人
の
賢
人
と
の
見
方
も
あ
る
。

!$　

崢
嶸
非
一
巖

　
　

崢
嶸
非
一
巖

　
　

崢
嶸
非
一
巖

!%　

林
巒
迭
嶢

　
　

林
巒
迭
嶢

　
　

林
巒
迭
嶢

崢さ
う
く
わ
う
嶸
と
し
て
一
巖
に
非
ず
。
林
巒
と
し
て
迭た
が
ひに
嶢げ
う
が
う

。

・##

高
く
険
し
く
そ
び
え
る
さ
ま
は
一
つ
の
大
き
な
岩
だ
け
で
は
な
い
。
ご
つ
ご

つ
と
林
の
よ
う
に
め
ぐ
り
連
な
り
、
か
わ
る
が
わ
る
険
し
い
岩
山
が
そ
び
え

た
っ
て
い
る
。

　
　
　

#

崢
嶸
（
高
く
そ
び
え
る
さ
ま
・
高
く
け
わ
し
い
・
谷
な
ど
深
く
て
き
け
ん
な
さ
ま
）、
巖
（
い

は
お
・
大
き
な
岩
）、
巒
（
め
ぐ
り
連
な
っ
た
山
の
峰
）、
迭
（
た
が
ひ
に
、
か
は
る
が
は
る
）、

嶢

（
山
の
高
峻
の
貌
）

!&　

雙
闕
承
漢
開

　
　

雙
闕
承
漢
開

　
　

雙
闕
承
漢
開

!'　

絶
巘
虹
縈

（
刻
）　
　

絶
巘
虹
縈

　
　

絶
巘
虹
縈

　
　
　

#

!'
の
５
字
目

を
「
勅
」
と
す
る
説
が
多
い
が
、「
刻
」
と
見
る
説
（
藤
原
楚
水
説
）
に
従
う
。

雙
闕
、
漢
を
承
け
て
開
き
、
絶
巘
虹
は

に
縈め
ぐ
りた
り
。

・##

雙
闕
（
二
つ
の
門
）
は
、天
の
川
を
仰
い
で
（
天
に
向
っ
て
）
そ
そ
り
立
ち
、

切
り
立
っ
た
山
の
虹
は
、
ま
る
で
刻
に
絡
み
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　

雙
闕
（
二
つ
の
門
）、
漢
（
天
の
川
）、
勅
（
天
子
の
こ
と
ば
・
み
こ
と
の
り
）

!(　

澗
岨
禽
跡
迷

　
　

澗
岨
禽
跡
述

　
　

岨
禽
跡
迷

!)　

竇
狹
鳥
過
亟

　
　

竇
狹
鳥
過
亟

　
　

竇
狹
疑
鳥
過
亟

澗
岨
、
禽
跡
迷
ふ
。
竇あ
な

狹
く
し
て
鳥
過
ぐ
る
こ
と
亟は
や

し
。

　
　
　

#

道
教
の
宗
教
施
設
を
道
観
・
宮
観
・
道
院
な
ど
と
呼
ぶ
が
、
山
中
に
あ
る
も
の
は
多
く
が
自

然
の
洞
穴
や
石
窟
（
い
わ
や
）
の
あ
る
地
点
が
尊
ば
れ
る
と
い
う
。

・##

谷
川
と
険
し
い
山
道
は
、鳥
獣
の
ゆ
く
え
を
も
迷
わ
せ
る
。
洞
穴
は
狭
い
が
、

鳥
が
通
り
過
ぎ
る
の
は
、
す
ば
や
い
。

　
　
　

#

澗
（
谷
川
）、
岨
（
け
わ
し
い
道
）、
跡
（
あ
と
・
ゆ
く
え
）、
竇
（
あ
な
ぐ
ら
・
門
の
傍
ら
の

小
さ
い
戸
・
み
ぞ
）

!*　

層
穴
通
月
遂

　
　

層
穴
通
月
辶

　
　

層
穴
通
月
□

"+　

飛
岫
陵
地
億

　
　

飛
岫
陵
地
億

　
　

飛
岫
陵
地
億

層
穴
、
月げ
っ

遂す
い

を
通
し
、
飛ひ

岫し
う

、
地
億や
す
らか
な
る
を
陵
す
（
凌し
の

ぐ
）。

・##

幾
重
に
も
空
い
た
穴
は
、
遠
く
か
ら
差
し
込
む
月
光
を
通
し
、
洞
穴
の
あ
る

高
い
山
の
峰
や
頂
は
、
地
が
安
ら
か
に
な
る
を
し
の
い
で
い
る
（
超
え
て
そ

－#!"(－
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七

び
え
る
）。

　
　
　

!

遂
（
と
げ
る
・
遠
い
郊
外
の
地
・
王
城
か
ら
百
里
以
遠
の
地
）、
飛
（
と
ぶ
・
こ
え
る
・
た
か
い
）、

岫
（
山
の
ほ
ら
あ
な
・
み
ね
・
山
の
頂
）、
陵
（
し
の
ぐ
・
凌
ぐ
と
同
じ
）、
億
（
数
の
名
の

ほ
か
に
、
お
も
ん
ぱ
か
る
・
安
ん
じ
る
の
意
が
あ
る
。）

"#　

廻
首
眄
京
閞

　
　

回
首
䀎
京
關

　
　

廻
首
䀎
京
閞
關

""　

連
川
眇
未
即

　
　

連
川
□
未
即

　
　

連
川
□
未
即

　
　
　

!

""
の
３
字
目
は
、
書
壇
院
蔵
旧
拓
に
よ
り
「
眇
」
に
み
え
る
。「
閞へ
ん

」
は
「
門
の
は
し
ら
の
ま

す
が
た
」
の
意
だ
が
こ
こ
で
は
「
關
」
と
し
て
用
い
て
い
る
と
考
え
る
。

首
を
廻
ら
し
京
閞
（
關く
わ
ん）
を
眄み

ん
。
川
連
な
り
し
も
眇べ
う

た
り
未
だ
即つ

か
ず
。

・!!

首
を
ぐ
る
り
と
ま
わ
し
て
（
ふ
り
返
っ
て
）
都
の
方
角
を
見
る
。
川
は
ず
っ

と
連
な
っ
て
は
い
る
が
、（
都
へ
の
入
口
は
）
は
る
か
遠
く
て
も
う
あ
と
を

追
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　

!

眄
（
み
る
・
ぐ
る
り
と
見
ま
わ
す
意
。
現
在
で
は
、
流
し
目
に
見
る
意
に
用
い
ら
れ
る
。）、

京
關
（
都
の
関
所
・
出
入
り
口
）、
眇
（
び
ょ
う
・
す
が
め
・
片
方
の
目
が
小
さ
い
か
み
え
な

い
こ
と
を
表
す
。
転
じ
て
、
小
さ
い
・
遠
い
・
は
る
か
の
意
も
表
す
。）、
即
（
つ
く
・
位
置

に
つ
く
・
ち
か
づ
く
・
い
た
る
・
あ
と
を
お
う
。）

"$　

還
濟
河
漸
梁

　
　

還
濟
河
漸
□

　
　

還
濟
河
漸
□

"%　

□
來
塵
玉
食

　
　

□
來
塵
玉
食

　
　

□
來
塵
玉
食

　
　
　

!

"$
の
５
字
目
は
「
梁
」
に
み
え
る
。（
写
真
４
の
３
行
目
参
照
）
"%
の
１
字
目
は
摩
泐
の
た
め

不
詳
。
"$
「
還
濟
河
」
を
「
還ま

た

、
河
を
濟わ
た

る
」
と
も
読
め
る
が
、
調
べ
て
い
く
う
ち
に
「
濟
」

と
「
河
」
は
名
詞
で
あ
り
、
古
代
中
国
の
四
瀆
（
中
国
の
四
大
河
・
長
江
、
黄
河
、
淮
水
、

済
水
）で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
た
。四
瀆
は
古
く
か
ら
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
き
た
。「
済
水
」

と
「
黄
河
（
河
水
）」
は
山
東
省
を
流
れ
て
い
る
。
文
意
か
ら
"%
の
□
は
反
語
の
意
の
漢
字
か
？

濟
・
河
を
還め

ぐ

ら
ば
、
漸や

う
やく

梁り
ゃ
う。

□
來
塵
・
玉
食

・!!

濟
水
と
黄
河
〔
と
い
う
大
河
〕
を
め
ぐ
る
と
、
よ
う
や
く
橋
梁
が
。
塵
（
俗

世
の
ち
り
や
欲
）
や
ぜ
い
た
く
な
美
食
（
く
ら
し
）
は
〔
こ
こ
ま
で
〕
や
っ

て
来
よ
う
か
〔
や
っ
て
来
は
し
な
い
。〕

　
　
　

!

梁
（
橋
梁
・
は
し
）、
塵
（
ち
り
・
悟
り
を
開
く
の
に
妨
げ
と
な
る
欲
）、
玉
食
（
ぜ
い
た
く

な
食
）

"&　

蔵
名
隠
仙
丘

　
　

蔵
名
隠
仙
丘

　
　

蔵
名
隠
仙
邱
聖
諱

"'　

希
言
養
神
直

　
　

希
言
養
神
直

　
　

希
言
養
神
直

名
を
蔵か
く

し
て
仙
丘
に
隠
れ
、
希
言
神
直
を
養
ふ
。

・!!

名
を
捨
て
て
仙
人
の
棲
む
丘
に
隠
遁
し
、
寡
黙
し
て
正
し
く
ま
っ
す
ぐ
な
心

を
養
う
。

－!#"'－
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!"　

依
微
姑
射
蹤

　
　

依
微
姑
射
蹤

　
　

依
微
姑
射
蹤

!#　

逍
遥
朱
臺
日

　
　

□
逐
疑
朱
臺
日

　
　

逍
遥
朱
臺
日

　
　
　

$
!#
の
１
字
目
「
逍
」
は
そ
の
頭
部
が
旧
拓
で
は
、
は
っ
き
り
と
み
え
る
。（
写
真
４
の
４
行
目

参
照
）

依い

微び

た
り
姑こ

射や

の
蹤あ
と

、
朱
臺
を
逍せ
う
え
う遥
せ
し
日
。

・$$

は
っ
き
り
と
し
な
い
姑
射
山
の
仙
人
の
足
跡
（
事
跡
）
を
追
っ
て
、
朱
陽
の

台
を
さ
ま
よ
い
歩
い
て
ひ
と
ひ
（
一
日
中
）〔
過
し
て
い
る
と
〕

　
　
　

$

依
微
（
ぼ
ん
や
り
と
し
た
さ
ま
）
姑
射
は
、
姑
射
山
の
こ
と
で
、
仙
人
の
棲
む
山
。『
荘
子
』

逍
遥
遊
、
蹤
（
あ
と
・
足
跡
・
事
跡
・
ゆ
く
え
）、
逍
遥
（
さ
ま
よ
う
・
気
ま
ま
に
歩
く
）、

朱
臺
（
朱
陽
の
台
の
こ
と
）

!%　

爾
時
春
嶺
明

　
　

爾
時
春
嶺
明

　
　

尓
時
春
嶺
明

&'　

松
沙
若
點
殖

　
　

松
沙
若
點
殖

　
　

松
沙
若
點
殖

爾そ

の
時
春し
ゅ
ん
れ
い嶺
明
か
に
、
松
沙　

點
殖
す
る
が
若
し
。

・$$

そ
の
時
、
春
の
連
山
（
山
の
峰
々
）
が
く
っ
き
り
と
〔
目
に
映
り
〕、
ま
る

で
松
や
沙
（
小
さ
な
石
）
が
点
々
と
植
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

&(　

攀
石
坐
危
垂

　
　

攀
石
坐
危
垂

　
　

攀
石
坐
危
□

&!　

飛
鳥
栖
傾
側

　
　

□
島
栖
傾
側

　
　

□
□
栖
傾
側

　
　
　

&(
の
５
字
目
は
「
垂
」。
&!
の
２
字
目
は
「
鳥
」（
写
真
４
の
５
行
目
参
照
）

石
に
攀よ
じ

り
て
危
垂
に
坐
す
。
飛
鳥
傾
側
に
栖す

む
。

・$$

岩
の
上
を
よ
じ
登
っ
て
危
険
な
切
り
立
っ
た
崖
の
端
に
座
っ
て
（
あ
た
り
を

見
回
す
）と
、飛
鳥
が
斜
め
に
傾
い
た
場
所（
岩
場
）を
す
み
か
と
し
て
い
た
。

　
　
　

危
垂
（
危
険
な
端
）、
栖
（
す
む
・
す
み
か
と
す
る
）

&&　

談
對
洙

賓

　
　

談
對
洙

賓

　
　

談
對
洙

賓

&)　

清
賞
妙
無
色

　
　

清
賞
妙
無
色

　
　

清
賞
妙
無
色
、

談
對
す
、
洙

の
賓
、
清
賞
の
妙め
う　

無
色
た
り
。

・$$

洙

の
賓
と
対
談（
語
り
合
う
）し
た
。た
と
え
よ
う
も
な
く
清
ら
か
な
妙
は
、

無
色
界
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
目
や
心
を
楽
し
ま
せ
尽
き
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。）。

　
　
　

$

妙
（
た
へ
、
善
美
の
極
致
）、
無
色
（
仏
教
や
道
教
で
い
う
無
色
界
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
物

質
の
束
縛
を
脱
し
て
精
神
だ
け
の
存
在
す
る
世
界
。
無
色
天
と
も
い
う
。）

&*　

圖
外
表
三
玄

　
　

啚
外
表
三
元

　
　

啚
外
表
三
元
恭
代

&+　

經
中
精
十
力

　
　

經
中
精
十
方

　
　

經
中
精
十
力

圖
外
に
三
玄
を
表
し
、
經
中
十
力
を
精
す
。

・$$

圖
外
に
三
玄
を
表
し
て
（
奥
深
い
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
）、
經
中
の
十
力

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　

$

三
玄
（『
老
子
』・『
荘
子
』『
周
易
』
の
こ
と
）、
十
力
（
如
来
が
具
え
て
い
る
十
種
の
不
可
思

議
な
知
恵
の
力
）

&"　

道
音
動
齊
泉

　
　

道
音
動
齊
泉

　
　

道
音
動
齊
泉

&#　

義
風
光
韶
棘

　
　

義
風
光
韶
棘

　
　

義
風
光
韶
棘

道
音　

動
く
こ
と
泉
と
齊ひ
と

し
く
、
義
風
韶せ
う

棘き
ょ
くを
光て

ら
す
。

・$$
道
を
説
く
声
を
動
か
す
こ
と
は
、泉
が
わ
く
こ
と
と
等
し
く
、義
風（
善
い
風
）

は
春
う
ら
ら
か
に
い
ば
ら
を
照
ら
し
て
い
る
。（
さ
わ
や
か
な
風
が
春
麗
し

く
、
い
ば
ら
等
の
は
え
た
山
林
を
吹
い
て
い
る
。）

　
　
　

義
（
正
し
い
筋
道
・
君
臣
の
あ
い
だ
の
道
徳
）

　
　
　

韶
（
つ
ぐ
・
美
し
い
・
う
ら
ら
か
）、
棘
（
い
ば
ら
・
こ
な
つ
め
・
ほ
こ
）、
山
東
省
の
山
々

－$(!*－
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九

に
は
「
な
つ
め
」
や
「
山
楂
」
な
ど
が
多
く
は
え
て
い
る
。

!"　

此
會
當
千
齢

　
　

此
會
當
早
疑
齢

　
　

此
會
當
孤
疑
齢

#$　

斯
觀
寧
心
識

　
　

斯
觀
寧
心
識

　
　

斯
觀
甯
恭
代
心
識

　
　

%　

!"
の
４
字
目
は
、日
本
の
文
献
で
は
「
千
」
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、中
国
の
文
献
で
は
、Ｂ
・

Ｃ
の
「
早
・
弧
」
の
他
に
、
前
号
で
述
べ
た
が
「
十
」
と
す
る
説
も
あ
る
。

此
の
會　

當
に
千
齢
な
る
べ
し
。
斯
に
觀
る
、
心
識
の
寧や
す
らか
な
る
を
。

・%%

こ
の
つ
ど
い
は
ま
さ
に
永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
や
ち
え
が
安
ら
か
に
な
る
の
を
。

#&　

目
海
淺
毛
流

　
　

目
海
淺
毛
流

　
　

目
海
淺
毛
流

#'　

看
崖
瞥
鴻
翼

　
　

看
崖
瞥
鴻
翼

　
　

看
崖
瞥
鴻
翼

海
を
目も
く

せ
ば
淺
毛
流
れ
、
崖
を
看
れ
ば
鴻
翼
を
瞥
る
。

・%%

海
を
見
つ
め
る
と
浅
く
小
さ
な
川
が
幾
重
に
も
流
れ
、
崖
を
見
る
と
、
お
お

と
り
が
羽
搏
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　
　
　

目
（
め
・
ま
な
ざ
し
・
見
つ
め
る
）、
淺
毛
（
薄
毛
）

#!　

相
翔
足
終
身

　
　

相
翔
足
終
身

　
　

相
翔
足
終
身

##　

誰
辧
瑤
與
石？
推

　
　

誰
辧
瑤
与
石

　
　

誰
辧
瑤
与
□

　
　

%　

##
の
５
字
目
は
、旧
拓
で
も
摩
泐
が
激
し
く
不
詳
。
こ
こ
で
は
意
味
上
か
ら
古
文
献
Ｂ
の
「
石
」

説
を
採
る
。
ほ
か
に
「
玏ろ
く

」（
清
原
実
門
氏
の
説
よ
り
）
の
説
が
あ
る
。
玏
は
玉
に
次
ぐ
美
石
の

こ
と
。

相あ
ひ

翔か
げ

り
て
身
を
終
る
に
足
る
。
誰
か
辧
ぜ
ん
、
瑤え
う

と
石
を
。

・%%

と
も
に
羽
搏
い
て
一
生
が
終
わ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
誰
が
、瑤（
玉
）と
石（
石

こ
ろ
）
を
区
別
で
き
よ
う
か
。

　
　
　

瑤
（
え
う
・
美
し
い
た
ま
）、
辧
（
わ
き
ま
え
る
・
区
別
す
る
）、
與
は
与
の
旧
字
体

#(　

万
象
自
云
云

　
　

方
界
自
云
云

　
　

万
象
自
云
云

#)　

焉
用
挂
情
憶

　
　

焉
用
挂
情
憶

　
　

焉
用
挂
情
憶

　
　

%　

#(
の
１
字
目
は
、「
万
」
が
正
。
拓
本
で
は
上
部
に
点
の
よ
う
な
欠
け
が
あ
る
た
め
Ｂ
は
「
方
」

と
誤
読

萬
象
自
ら
云
云
た
り
。
焉な
ん

ぞ
情
憶
を
挂か
か

げ
て
用
い
ん
。

・%%

す
べ
て
の
こ
と
は
、
し
か
じ
か
か
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
し
て
お
も
い
を
分
か

ち
て
用
い
ら
れ
よ
う
か
。

　
　
　

%

云
云
（
う
わ
さ
を
す
る
・
し
か
じ
か
か
よ
う
・
こ
と
ば
の
お
お
い
さ
ま
・
さ
か
ん
な
さ
ま
・

雲
が
わ
き
お
こ
る
さ
ま
）

#*　

槃
桓
竟
何
爲

　
　

槃
桓
竟
何
爲

　
　

槃
桓
竟
何
爲

#+　

雲
峯
聊
可
息

　
　

雲
峰
聊
可
息

　
　

雲
峯
聊
可
息

槃ば
ん

桓く
わ
ん

竟つ
ひ

に
何
を
爲
さ
ん
。
雲
峯
聊
か
息い
こ

ふ
べ
し
。

・%%%%

進
み
難
い
さ
ま
は
い
っ
た
い
何
を
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
雲
峯
山
で
ほ

ん
の
少
し
休
憩
す
る
が
よ
い
。

　
　
　

槃
桓
（
進
み
難
い
さ
ま
）

　
　

魏
永
平
四
年

　
　

魏
永
平
四
年

　
　

魏
永
平
四
年

　
　

歳
在
辛
卯
刊

　
　

歳
在
辛
卯
刊

　
　

歳
在
辛
卯
刊

魏
永
平
四
年
、
歳
在
辛
卯
刊
す
。

・%%

北
魏
の
永
平
四
年
（
五
一
一
）、
辛
卯
の
年
に
作
る
。

－%&'#－
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一
〇

　

摩
崖
刻
の
八
行
目
か
ら
始
ま
る
「
論
経
書
詩
」
本
文
の
漢
詩
文
五
言
古
詩
全

文
（
四
十
八
句
）
を
岩
に
刻
さ
れ
た
通
り
に
次
に
記
し
た
。
こ
こ
で
は
本
文
中

で
二
説
示
し
た
も
の
は
最
初
に
記
し
た
も
の
を
記
し
た
。
ま
た
、
□
の
右
側
に

附
し
た
小
番
号
（
１
〜
６
）
の
文
字
は
、
摩
泐
に
よ
り
、
解
明
で
き
な
か
っ
た

不
明
字
で
あ
る
が
、
今
回
の
研
究
で
、
新
た
に
推
定
な
が
ら
小
番
号
２
に
関
し

て
は
「
引
」、小
番
号
６
に
関
し
て
は
、「
石
」
が
候
補
に
挙
が
る
こ
と
が
判
っ
た
。

!

行
数

　
　
　
　
　

靖
覺
鏡
□１

津
・
浮
生
懕
人
職
・
聳
志
訪

遊
・
雲!

８

　
　
　

峻
期
登
陟
・
拂
衣
出
朝
津
・
緩
歩
入
煙
域
・
苔 ２

替
□３

逕
難!

９

　
　

巃

星
路
逼
・
霞
旌
照
□４

・
鳳
駕
縁
虚
赩
・
披
論
接
九
賢!

"#

　

合
蓋
高
嵿
極
・
崢
嶸
非
一
巖
・
林
巒
迭
嶢

·
雙
闕
承
漢
開
・
絶!

""

巘
虹
縈
勅
・
澗
岨
禽
跡
迷
・
竇
狹
鳥
過
亟
・
層
穴
通
月
遂
・
飛
岫!

"$

陵
地
億
・
廻
首
眄
京
閞
・
連
川
眇
未
即
・
還
濟
河
漸
梁
・
□５

來
塵!

"%

玉
食
・
蔵
名
隠
仙
丘
・
希
言
養
神
直
・
依
微
姑
射
蹤
・
逍
遥
朱
臺!

"&

日
・
爾
時
春
嶺
明
・
松
沙
若
點
殖
・
攀
石
坐
危
垂
・
飛
鳥
栖
傾!

"'

側
・
談
對
洙

賓
・
清
賞
妙
無
色
・
圖
外
表
三
玄
・
經
中
精
十
識!

"(

目
海
淺
毛
流
・
看
崖
瞥
鴻
翼
・
相
翔
足
終
身
・
誰
辧
瑤
與

・!
")

力
・
道
音
動
齊
泉
・
義
風
光
韶
棘
・
此
會
當
千
齢
・
斯
觀
寧 ６

心
萬
象!
"*

自
云
云
・
焉
用
挂
情
憶
・
槃
桓
竟
何
為
・
雲
峯
聊
可
息!
"+

魏
永
平
四
年
歳
在
辛
卯
刊
。!

$#

ま
と
め

　

鄭
道
昭
摩
崖
は
山
東
省
の
人
里
は
な
れ
た
山
々
に
刻
さ
れ
た
た
め
、
時
を
経

る
と
長
い
間
、
人
か
ら
忘
れ
ら
れ
、
草
木
の
茂
っ
た
中
に
埋
も
れ
、
ま
た
時
に

は
苔
む
し
た
頃
も
あ
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
、
摩
泐
以
外
に
も
文
字
の
よ
み
に
く

い
時
期
や
要
素
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
き
さ
が
と
て
も
大
き
い

た
め
訪
れ
た
と
し
て
も
過
眼
の
み
で
採
拓
に
ま
で
至
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た

も
の
と
考
え
る
。
ゆ
え
に
唐
・
宋
時
代
の
拓
の
存
在
は
望
み
が
う
す
い
と
考
え

る
。
今
日
み
ら
れ
る
論
経
書
詩
の
旧
拓
の
類
は
み
な
清
朝
に
入
っ
て
か
ら
の
も

の
と
考
え
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
十
」
字
未
損
本
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事

実
に
驚
い
た
。

　

先
行
研
究
と
し
て
口
語
訳
に
つ
い
て
は
『
書
学
体
系
碑
法
帖
篇
第
二
十
巻
』

所
収
の
清
原
実
門
氏
の
も
の
な
ど
、
ま
た
意
訳
に
関
し
て
は
中
国
で
刊
行
さ
れ

た
『
雲
峯
刻
石
研
究
（
二
）』
所
収
の
も
の
が
あ
る
。
本
稿
は
清
時
代
の
現
地

の
知
事
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
公
的
な
文
献
か
ら
の
再
検
討
を
試

み
、
な
る
べ
く
直
訳
に
つ
と
め
不
明
な
箇
所
を
更
に
埋
め
て
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
古
来
い
ろ
い
ろ
な
学
者
が
釈
文
及
び
和
訳
を
試
み
て
い
る
が
、
ど
れ
も
不

明
字
が
多
く
、
か
つ
難
解
で
あ
る
た
め
、
拙
稿
で
は
不
明
字
の
解
明
と
口
語
訳

に
全
力
を
注
い
だ
。
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
解
釈
が
見
え
て
き
た
箇
所
も
出
て
き

た
が
、
ま
だ
明
ら
か
に
で
き
な
い
箇
所
も
存
在
す
る
。
更
に
古
い
旧
拓
や
新
た

な
古
文
献
の
記
述
の
発
見
な
ど
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

　

今
回
も
文
字
比
較
に
公
益
財
団
法
人
書
壇
院
蔵
旧
拓
の
写
真（
写
真
１
〜
４
）

を
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
注
１
）　

!
乾
隆
二
三
年
（
一
七
五
八
）
に
時
の
知
掖
縣
事
（
県
知
事
）
の
張
思
勉
修
・
于

始
瞻
纂
の
最
初
の
掖
縣
志
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
續
掖
縣
志
・
再
續
掖
縣
志
・

－!"$%－
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一
一

三
續
掖
縣
志
が
刊
行
さ
れ
た
が
、こ
の
四
種
を
合
訂
し
た
も
の
が
「
掖
縣
全
志
」

で
あ
る
。

（
注
２
）　

泰
山
の
神
『
道
教
の
神
々
と
祭
り
』
!!
頁
に
よ
る
。
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掖
縣
全
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社

"

・
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（
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）

　
　
　
「
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道
昭
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録　
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公
益
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団
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人
書
壇
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"

・
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瀨
裕
之
「
鄭
道
昭
摩
崖
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Ⅰ
」

　
　
　
『
全
国
大
学
書
道
学
会
研
究
集
録
・
平
成
二
年
度
』
所
収

"

・
廣
瀨
裕
之
「
鄭
道
昭
・
論
経
書
詩
考
―
旧
拓
整
本
に
よ
る
不
明
字
解
明
の
試
み
」

　
　
　
『
武
蔵
野
大
学
教
職
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
・
第
四
号
』
２
０
１
６
所
収

"

・
書
学
体
系
・
碑
法
帖
篇
第
二
十
巻

　
　
　

種
谷
扇
舟
・
清
原
実
門
「
論
経
書
詩"

二
」
１
９
９
５"
同
朋
舎
出
版

"

・
野
口
鐡
郎
・
田
中
文
雄
「
道
教
の
神
々
と
祭
り
」
２
０
０
４
年
$%
月"
大
修
館
書
店

"

・
木
雞
室
金
石
選
集
第
二
巻

　
　
　

伊
藤
滋
「
鄭
道
昭
論
経
書
詩　

題
字
四
種
」
２
０
０
３"

日
本
習
字
普
及
協
会

"

・
山
東
石
刻
芸
術
博
物
館
・
莱
州
市
博
物
館
「
雲
峯
刻
石
全
集
」
１
９
８
９

"

斉
魯
書
社
出
版

＊
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
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